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代　表　質　問

三重県議会では、令和４年６月８日から、議場内の演壇で発言する際には、マスクを外すことも可能としました。演壇でのマスクの着脱は、
それぞれの議員が判断しています。

一　般　質　問

若
者
の
チ
カ
ラ
で
地
域
防

災
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て

中
瀬
古
初
美 

議
員

（
新
政
み
え
／

  

松
阪
市
選
出
）

地
元
住
民
の
不
安
や
不
満
の
払
拭

こ
そ
が
人
口
減
少
対
策
と
な
る

青
木
　
謙
順 

議
員

（
自
由
民
主
党
／

  

津
市
選
出
）

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
（
亀
山
～
加

茂
間
）
の
利
便
性
向
上
を

稲
森
　
稔
尚 

議
員

（
草
の
根
運
動
い
が
／

  

伊
賀
市
選
出
）

問

三
重
県
河
川
整
備
戦
略
の
見
直
し
と
河

川
整
備
計
画
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て

日
沖
　
正
信 

議
員

（
新
政
み
え
／

  
い
な
べ
市
・
員
弁
郡
選
出
）

問
　
近
年
、
記
録
的
な
豪
雨
が
各

地
で
頻
発
し
て
お
り
、
災
害
を

防
ぐ
た
め
に
河
川
整
備
の
更
な
る
推
進

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
は
、
平
成

18
年
に
15
年
間
の
計
画
と
し
て
「
三
重

県
河
川
整
備
戦
略
」
を
策
定
し
、
計

画
的
に
河
川

整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組

み
の
検
証
も

踏
ま
え
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、「
河
川
整
備
基
本
方
針
」
に

沿
っ
て
具
体
的
な
河
川
整
備
の
内
容
を

定
め
る「
河
川
整
備
計
画
」に
つ
い
て
、

現
在
の
策
定
状
況
と
今
後
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
県
で
は
、
令
和
４
年
３
月
ま

で
に
、
流
域
の
あ
ら
ゆ
る
関

係
者
で
取
り
組
む
「
①
流
域
治
水
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
水
系
・
圏
域
ご
と
に

策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
、
ハ
ー
ド
対
策
や

ソ
フ
ト
対
策
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
ま

す
。

　
ま
た
、河
川
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

県
管
理
の
全
河
川
80
水
系
の
う
ち
、
27

水
系
で
策
定
を
完
了
し
て
お
り
、
残
り

53
水
系
に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
複
数

水
系
で
一
体
的
に
策
定
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
手

法
の
活
用
を
検
討
し
な
が
ら
早
急
に
策

定
を
進
め
ま
す
。

そ�

の
他
の
質
問
事
項

○�

令
和
５
年
度
の
行
政

運
営
に
つ
い
て

○�

人
口
減
少
対
策
に
つ

い
て　
ほ
か

▲代表質問
（日沖正信 議員）

平
和
教
育
・
啓
発
に
つ
い
て

小
林
　
正
人 

議
員

（
自
由
民
主
党
／

  

鈴
鹿
市
選
出
）

問
　
２
０
２
２
年
２
月
に
勃
発
し

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
だ
け
で
な

く
、
世
界
各
地
で
紛
争
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
対
岸
の
火
事
と
思
わ

ず
に
、
平
和
の
尊
さ
を
今
一
度
、
個
人

個
人
が
再
認
識
し
、
恒
久
平
和
の
追
求

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
平
和
教
育
を

更
に
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
そ
こ
で
、平
和
教
育
に
つ
い
て
、

県
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
今
、
日
本
周
辺
に
お
い
て

も
安
全
保
障
上
の
不
安
を
抱
く
動
き
が

み
ら
れ
ま
す
が
、
知
事
の
平
和
へ
の
認

識
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
和
教
育
に
つ
い
て
は
、
教

育
基
本
法
に
示
さ
れ
る
教
育

の
理
念
の
下
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

い
て
行
っ
て
お

り
、
平
和
の
大

切
さ
や
命
の
尊

さ
を
考
え
、
社

会
の
形
成
者
と

し
て
自
覚
と
責

任
を
持
ち
、
行

動
で
き
る
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
和
に
つ
い
て
は
、
幸
せ
な

県
民
生
活
を
送
る
た
め
の
前
提
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
平
和
維
持
の
た
め

に
は
、
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い

こ
と
や
、
人
と
人
と
の
き
め
細
か
な
交

流
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

児
童
虐
待
と
子
育
て
世
帯
の
養
育
者

支
援
に
つ
い
て

○�

多
様
な
専
門
職
・
人

材
の
確
保
と
登
用

に
つ
い
て　
ほ
か

▲代表質問
（小林正人 議員）

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
三
重
県
駅
開
業
を
活
か

し
た
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
に
つ
い
て

長
田
　
隆
尚 

議
員

（
草そ
う
莽も
う
／

　
亀
山
市
選
出
）

問
　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
三
重
県

駅
と
県
土
に
伸
び
る
在
来
鉄
道

を
う
ま
く
連
携
さ
せ
る
こ
と
は
、
三
重

県
駅
の
利
便
性
、
利
用
率
を
高
め
る
大

切
な
要
素
で
す
。

　

県
は
、
令
和

５
年
度
に
「
三

重
県
地
域
公
共

交
通
計
画
（
仮

称
）」
を
策
定
す

る
予
定
で
す
が
、

リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
三
重
県
駅
の
開
業
を
活
か
し
て
、

在
来
鉄
道
や
バ
ス
等
を
含
め
た
地
域
公

共
交
通
全
体
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
地
域
公
共
交
通

の
活
性
化
に
つ
い
て
、
知
事
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
人
口
が
減
少
す
る
中
で
公
共

交
通
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は

簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
三

重
県
地
域
公
共
交
通
計
画（
仮
称
）」は
、

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
、
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
総
動
員
し

た
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
在
来
鉄
道
・

バ
ス
等
の
両
方
が
活
性
化
す
る
た
め
に

は
、
駅
位
置
や
、
そ
の
周
辺
開
発
を
ど

う
し
て
い
く
か
も
大
事
で
あ
る
と
考
え

ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

令
和
５
年
度
当
初
予
算
調
製
方
針
に

つ
い
て

○�

「
強
じ
ん
な
美
し
国
ビ
ジ
ョ
ン
み
え
」

に
お
け
る
「
成
長
の
コ
リ
ド
ー
（
回

廊
）」
に
込
め
た
想

い
に
つ
い
て

　
ほ
か

▲代表質問
（長田隆尚 議員）

答

答

答

　
利
便
性
向
上
に
よ
る

利
用
者
の
増
加
に
向

け
、
鉄
道
施
設
へ
の
倒
木
を
防

ぐ
た
め
の
伐
採
な
ど
、
事
前
対

策
の
強
化
に
よ
り
運
休
を
減
ら

す
こ
と
や
、
廃
止
さ
れ
た
「
急

行
か
す
が
」
の
よ
う
に
、
名
古

屋
と
関
西
方
面
を
結
ぶ
直
通
列

車
を
実
証
実
験
と
し
て
運
行
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　
「
よ
く
止
ま
る
、
不
便
な
乗

り
物
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
の
刷
新

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
い
か

が
で
す
か
。

　
利
便
性
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
は
、
沿

線
自
治
体
や
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
、「
関

西
本
線
活
性
化
利
用
促
進
三
重

県
会
議
」
の
中
で
移
動
実
態
や

ニ
ー
ズ
、
採
算
性
な
ど
も
含
め

検
討
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
や

沿
線
自
治

体
等
と
調
整

を
行
っ
た
上

で
、
実
証
事

業
な
ど
実
現

可
能
な
も
の

に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�
統
一
教
会
と

県
と
の
接
点

に
つ
い
て

答

▲一般質問
（稲森稔尚  議員）

問
　
県
が
５
月
に
募
集
し

た
「
み
え
学
生
防
災
啓

発
サ
ポ
ー
タ
ー
」
養
成
講
座
に

つ
い
て
、
み
え
高
校
生
県
議
会

で
防
災
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た

２
校
に
話
を

伺
い
ま
し

た
。す
る
と
、

「
募
集
を
知

ら
な
か
っ

た
」「
期
末

テ
ス
ト
の
時

期
で
参
加
は

難
し
い
」「
遠
隔
地
で
あ
り
参

加
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」
と

い
っ
た
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

ど
の
地
域
か
ら
で
も
、
環
境
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
受
講
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
だ

と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
す

か
。答

　
今
回
の
養
成
講
座
の

募
集
に
あ
た
っ
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
発
信
等
と

併
せ
て
、
高
等
学
校
へ
は
募
集

チ
ラ
シ
を
配
付
し
ま
し
た
。
今

後
開
催
す
る
場
合
は
、
高
等
学

校
へ
の
周
知
に
、
よ
り
確
実
を

期
す
と
と
も
に
、
開
催
場
所
・

時
期
に
つ
い
て
、
学
校
関
係
者

等
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
確

認
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

一
般
県
道
蓮
峡
線
バ
イ
パ
ス

工
事
現
場
の
法
面
崩
落
に
つ

い
て

○�

人
口
減
少
対
策
に
お
け

る
南
三
重
の

連
携
に
つ
い

て　
ほ
か

問
　
津
市
内
に
管
理
型
最

終
処
分
場
を
設
置
す
る

計
画
が
公
表
さ
れ
て
以
降
、
地

元
で
は
土
砂
崩
れ
等
の
自
然
災

害
が
発
生
し
た
場
合
や
、
水
道

水
源
お
よ
び
農
業
等
へ
の
影
響

を
懸
念
す
る
多
く
の
声
が
寄
せ

ら
れ
る
な
ど
、
根
強
い
反
対
が

あ
り
ま
す
。
産
業
廃
棄
物
処
理

施
設
の
設
置
、
建
設
に
対
す
る

地
域
住
民
の
不
安
解
消
を
図
る

た
め
、
県
で
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

答
　
事
業
者
か
ら
提
出
さ

れ
た
環
境
影
響
評
価
方

法
書
に
対
す
る
知
事
意
見
で
は

「
地
域
住
民
等
と
十
分
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
等
、
不

安
の
払
拭
及
び
不
満
の
解
消
を

行
う
こ
と
」
な
ど
を
求
め
て
い

ま
す
。
今
後
の
環
境
影
響
評
価

手
続
き
に
お
い
て
も
、
周
辺
環

境
へ
の
影
響
が
十
分
に
低
減
さ

れ
る
と
と
も

に
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
不

安
の
払
拭
お

よ
び
不
満
の

解
消
が
な
さ
れ
て
い
る
か
注
視

し
、
真
摯
に
対
応
す
る
よ
う
事

業
者
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り
が

人
を
呼
び
込
み
、
移
住
を
促

進
す
る

○�

林
業
人
材
の
確
保
・
育
成
の

さ
ら
な
る
推

進
が
持
続
可

能
な
産
業
に

つ
な
が
る

▲一般質問
（中瀬古初美 議員）

▲一般質問
（青木謙順 議員）

JR 関西本線（柘植～新堂間）
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みえ学生防災啓発サポーター養成講座の様子

建設反対


